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(57)【要約】
【課題】電力消費を伴う主機能及び充電電流供給を同時
に実行する場合であっても、消費電力が過剰に増加する
ことを抑制可能な電力供給装置、電力供給装置の制御方
法及び制御プログラムを提供する。
【解決手段】電力供給装置は、前記電力供給装置と接続
された電子機器に充電電流を供給可能な充電制御部と、
前記充電電流の供給とは異なる主機能を実行可能な機能
制御部と、を有する。前記機能制御部は、第一条件が満
たされている場合、前記電力供給装置の定格消費電力よ
りも低い第一電力を上限に電力を用いて、前記主機能を
実行する。前記機能制御部は、第二条件が満たされてい
る場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記
主機能を実行する。前記充電制御部は、前記第一条件が
満たされている場合、前記定格消費電力と前記第一電力
との差分以下である第二電力を用いて、前記電子機器に
前記充電電流を供給する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力供給装置であって、
　前記電力供給装置と接続された電子機器に充電電流を供給可能な充電制御部と、
　前記充電電流の供給とは異なる主機能を実行可能な機能制御部と、
を備え、
　前記機能制御部は、
　　第一条件が満たされている場合、前記電力供給装置の定格消費電力よりも低い第一電
力を上限に電力を用いて、前記主機能を実行し、
　　第二条件が満たされている場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機
能を実行し、
　前記充電制御部は、前記第一条件が満たされている場合、前記定格消費電力と前記第一
電力との差分以下である第二電力を用いて、前記電子機器に前記充電電流を供給する、
電力供給装置。
【請求項２】
　前記充電制御部は、前記第二条件が満たされている場合、前記第二電力よりも低い第三
電力を用いて、前記電子機器に前記充電電流を供給する、
請求項１に記載の電力供給装置。
【請求項３】
　充電モードを含む複数の動作モードの何れかを設定可能なモード設定部、を備え、
　前記機能制御部は、前記充電モードが設定されている場合、前記第一電力を上限に電力
を用いて、前記主機能を実行し、
　前記充電制御部は、前記充電モードが設定されている場合、前記第二電力を用いて、前
記電子機器に前記充電電流を供給する、
請求項１または２に記載の電力供給装置。
【請求項４】
　画像表示部を備え、
　前記主機能は、前記画像表示部に画像を表示させる機能を含み、
　前記機能制御部は、前記第一条件が満たされている場合、前記画像表示部に表示させる
画像の輝度上限を、前記定格消費電力に基づく前記画像表示部の最大輝度よりも低い輝度
以下に制限する、
請求項１から３の何れか一項に記載の電力供給装置。
【請求項５】
　音声出力部を備え、
　前記主機能は、前記音声出力部に音声を出力させる機能を含み、
　前記機能制御部は、前記第一条件が満たされている場合、前記音声出力部に出力させる
音声の音量上限を、前記定格消費電力に基づく前記音声出力部の最大音量よりも低い音量
以下に制限する、
請求項１から４の何れか一項に記載の電力供給装置。
【請求項６】
　前記主機能が実行されていない場合に、前記電力供給装置を電源投入された状態で待機
させるスタンバイ状態に制御する状態制御部、を備え、
　前記状態制御部は、
　　前記電力供給装置が前記スタンバイ状態に制御され、且つ第三条件が満たされている
場合、前記電子機器に前記充電電流を供給し、
　　前記電力供給装置が前記スタンバイ状態に制御され、且つ第四条件が満たされている
場合、前記電子機器に前記充電電流を供給しない、
請求項１から５の何れか一項に記載の電力供給装置。
【請求項７】
　電力供給装置の制御方法であって、
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　第一条件が満たされている場合、前記電力供給装置の定格消費電力よりも低い第一電力
を上限に電力を用いて、充電電流の供給とは異なる主機能を実行するステップと、
　前記第一条件が満たされている場合、前記定格消費電力と前記第一電力との差分以下で
ある第二電力を用いて、前記電力供給装置と接続された電子機器に前記充電電流を供給す
るステップと、
　第二条件が満たされている場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機能
を実行するステップと、
を含むことを特徴とする制御方法。
【請求項８】
　電力供給装置に、
　第一条件が満たされている場合、前記電力供給装置の定格消費電力よりも低い第一電力
を上限に電力を用いて、充電電流の供給とは異なる主機能を実行する機能と、
　前記第一条件が満たされている場合、前記定格消費電力と前記第一電力との差分以下で
ある第二電力を用いて、前記電力供給装置と接続された電子機器に前記充電電流を供給す
る機能と、
　第二条件が満たされている場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機能
を実行する機能と、
を実現させることを特徴とする制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器に電力を供給可能な電力供給装置、電力供給装置の制御方法および
制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばＵＳＢケーブルを経由して電力を供給する仕様であるＵＳＢバスパワーに
よって、他の電子機器に電力を供給可能な装置が知られている（例えば、特許文献１参照
）。特許文献１に開示の放送受信装置では、コネクタを介して接続された機器に対する動
作モードとして、通常モードあるいは充電モードを選択可能である。放送受信装置は、充
電モードにおける充電電流の最大許容電流値を、通常モードにおける充電電流の最大許容
電流値よりも高い値に設定して、充電電流を機器に供給する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２４４８４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１は放送受信装置として、放送信号に基づいて映像および音声を出力するディ
ジタルテレビジョンを例示する。このようなディジタルテレビジョンにおいて、映像およ
び音声が出力されている状態で、例えば充電モードに基づく充電電流の供給が実行される
と、ディジタルテレビジョンにおける総消費電力が過剰に増加する可能性がある。
【０００５】
　本発明の一形態は、電力消費を伴う主機能および充電電流供給を同時に実行する場合で
あっても、消費電力が過剰に増加することを抑制可能な電力供給装置、電力供給装置の制
御方法および制御プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一形態の電力供給装置は、前記電力供給装置と接続された電子機器に充電電流
を供給可能な充電制御部と、前記充電電流の供給とは異なる主機能を実行可能な機能制御
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部と、を備え、前記機能制御部は、第一条件が満たされている場合、前記電力供給装置の
定格消費電力よりも低い第一電力を上限に電力を用いて、前記主機能を実行し、第二条件
が満たされている場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機能を実行し、
前記充電制御部は、前記第一条件が満たされている場合、前記定格消費電力と前記第一電
力との差分以下である第二電力を用いて、前記電子機器に前記充電電流を供給する。
【０００７】
　本発明の一形態の制御方法は、電力供給装置の制御方法であって、第一条件が満たされ
ている場合、前記電力供給装置の定格消費電力よりも低い第一電力を上限に電力を用いて
、充電電流の供給とは異なる主機能を実行するステップと、前記第一条件が満たされてい
る場合、前記定格消費電力と前記第一電力との差分以下である第二電力を用いて、前記電
力供給装置と接続された電子機器に前記充電電流を供給するステップと、第二条件が満た
されている場合、前記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機能を実行するステッ
プと、を含む。
【０００８】
　本発明の一形態の制御プログラムは、電力供給装置に、第一条件が満たされている場合
、前記電力供給装置の定格消費電力よりも低い第一電力を上限に電力を用いて、充電電流
の供給とは異なる主機能を実行する機能と、前記第一条件が満たされている場合、前記定
格消費電力と前記第一電力との差分以下である第二電力を用いて、前記電力供給装置と接
続された電子機器に前記充電電流を供給する機能と、第二条件が満たされている場合、前
記定格消費電力を上限に電力を用いて、前記主機能を実行する機能と、を実現させる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第一実施形態に係る電力供給システムの一例を示す図である。
【図２】電力供給装置の制御部の機能的構成の一例を示す図である。
【図３】第一実施形態の電力供給装置で実行される処理フローの一例である。
【図４】制御部に設けられる動作モードテーブルのデータ構成の一例を示す図である。
【図５】電力供給装置における通常モードおよび充電モードの各消費電力を示すグラフで
ある。
【図６】第一実施形態の電力供給装置で実行される処理フローの変形例である。
【図７】第二実施形態の電力供給装置で実行される処理フローの一例である。
【図８】第二実施形態の電力供給装置で実行される処理フローの変形例である。
【図９】制御部に設けられる動作モードテーブルのデータ構成の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。なお、図面については
、同一または同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００１１】
（第一実施形態）
　本発明の第一実施形態について説明する。図１は、第一実施形態に係る電力供給システ
ム１００の一例を示す図である。図１に例示する電力供給システム１００は、電力供給装
置１０１、外部電源１０２、電子機器１０３を含む。電力供給装置１０１は、電力供給装
置１０１と接続されている電子機器１０３に電力を供給可能な装置である。本実施形態の
電力供給装置１０１は、電子機器１０３と接続可能な表示装置であり、一例として液晶テ
レビである。
【００１２】
　外部電源１０２は、一例として電力供給装置１０１に電力供給する商用電源である。電
子機器１０３は、一例として電力供給装置１０１と接続可能な携帯端末（スマートフォン
、ノートパソコン、タブレット等）である。一例として、電力供給装置１０１と電子機器
１０３とは、Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ Ｓｅｒｉａｌ Ｂｕｓ（ＵＳＢ）ケーブル１０５を介し
て、ＵＳＢ規格に基づく機器接続が可能である。
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【００１３】
　電力供給装置１０１の電気的構成の一例を説明する。本実施形態の電力供給装置１０１
は、液晶テレビと同様の電気的構成であり、例えば、制御部１１１、チューナ１１２、入
力部１１３、セレクタ１１４、分離部１１５、デコーダ１１６、音声処理部１１７、音声
出力部１１８、画像表示部１１０、ＵＳＢインタフェース１２３を含む。画像表示部１１
０は、一例として液晶表示パネルであり、映像処理部１１９、液晶パネル１２０、バック
ライト制御部１２１、バックライト１２２を含む。
【００１４】
　制御部１１１は、例えばＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等を含み、電力供給装置１０１の制御
を司る。ＣＰＵは、ＲＯＭに格納されるプログラムに従って、ＲＡＭをワークメモリとし
て各種の情報処理を実行する。制御部１１１は、ＭＣＵ、ＭＰＵ等でもよい。チューナ１
１２は、アンテナを用いて放送波を受信し、入力データに復調する。入力部１１３は、録
画装置またはチューナ装置等の外部装置から入力データが入力される。例えば入力データ
は、映像データ、音声データ、電子番組表（ＥＰＧ）用データ等を含む。セレクタ１１４
は、チューナ１１２と入力部１１３との何れかを選択し、選択したチューナ１１２または
入力部１１３から入力データを取得する。分離部１１５は、セレクタ１１４が取得した入
力データを、映像データ、音声データ、ＥＰＧ用データ等に分離する。デコーダ１１６は
、分離部１１５が入力データから分離した各種データをデコードする。
【００１５】
　音声処理部１１７は、デコード後の音声データに従って、アンプおよびスピーカを含む
音声出力部１１８から音声を出力する。映像処理部１１９は、デコード後の映像データか
ら映像信号を生成して液晶パネル１２０に入力することで、液晶パネル１２０に映像を表
示させる。バックライト制御部１２１は、映像処理部１１９で生成された映像信号に基づ
いて、バックライト１２２の動作を制御する。
【００１６】
　ＵＳＢインタフェース１２３は、電力供給装置１０１のＵＳＢコネクタに接続されたＵ
ＳＢケーブル１０５を介して、外部機器（例えば、電子機器１０３）とＵＳＢ接続を確立
する。本実施形態では、ＵＳＢインタフェース１２３は、例えばＵＳＢ接続された外部機
器を検出する機器検出回路、および外部機器への充電電流を検出する電流検出回路などを
含む。
【００１７】
　図２は、電力供給装置１０１の制御部１１１の機能的構成の一例を示す図である。本実
施形態では、制御部１１１においてプログラムが実行されることで、図２に例示する各機
能ブロックが実現される。本実施形態の制御部１１１は、例えば、主機能制御部２０１、
ＵＳＢ制御部２０２、モード設定部２０３、状態制御部２０４を含む。主機能制御部２０
１は、電力供給装置１０１の主機能を制御する。本実施形態では、電力供給装置１０１の
主機能は、液晶テレビの主機能であるオーディオビジュアル機能（例えば、放送波や録画
データ等に基づく映像および音声の出力）である。換言すると電力供給装置１０１の主機
能は、画像表示部１１０に画像を表示させる機能と、音声出力部１１８に音声を出力させ
る機能とを含む。
【００１８】
　ＵＳＢ制御部２０２は、ＵＳＢインタフェース１２３を介して、外部機器のＵＳＢ制御
を行う。ＵＳＢ制御部２０２は、通信制御部２１１と充電制御部２１２とを含む。通信制
御部２１１は、ＵＳＢ制御のうちで、外部機器とデータ通信を行う通信制御を実行可能で
ある。充電制御部２１２は、ＵＳＢ制御のうちで、外部機器に充電電流を供給する充電制
御を実行可能である。
【００１９】
　モード設定部２０３は、複数の動作モードの何れかを設定可能である。主機能制御部２
０１およびＵＳＢ制御部２０２は、モード設定部２０３が設定した動作モードに応じて、
主機能制御およびＵＳＢ制御を実行する。本実施形態では、複数の動作モードが通常モー
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ドと充電モードとを含む。通常モードは、電力供給装置１０１の主機能に関する消費電力
を制限しない動作モードである。充電モードは、電力供給装置１０１の主機能に関する消
費電力を制限することで、外部機器のＵＳＢ高速充電を可能とする動作モードである。
【００２０】
　状態制御部２０４は、電力供給装置１０１の動作状態を、例えば主電源オフ状態、スタ
ンバイ状態、主起動状態などに制御する。主電源オフ状態は、電力供給装置１０１の主電
源がオフとなる非動作状態である。スタンバイ状態は、電力供給装置１０１の主機能が実
行されていない場合に、電力供給装置１０１を電源投入された状態で待機させる。主起動
状態は、電力供給装置１０１の主機能が実行されている動作状態である。
【００２１】
　本実施形態の電力供給装置１０１は、外部電源１０２から電源供給を受けて、主機能制
御およびＵＳＢ制御を並行して実行可能である。一例として、電力供給装置１０１の定格
消費電力は１００（Ｗ）とする。
【００２２】
　次に、第一実施形態の電力供給装置１０１で実行される処理フローの一例について説明
する。図３は、第一実施形態の電力供給装置１０１で実行される処理フローの一例である
。例えばスタンバイ状態にある電力供給装置１０１がリモコンから電源オンされると、状
態制御部２０４は電力供給装置１０１をスタンバイ状態から主起動状態に制御する。この
とき、電力供給装置１０１の制御部１１１は、電力供給装置１０１の主機能を起動開始し
、図３に示す処理フローを開始する。
【００２３】
　図３に示すように、ＵＳＢ制御部２０２は、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続があるか
を判断する（Ｓ１０１）。例えばＵＳＢ制御部２０２は、ＵＳＢインタフェース１２３の
機器検出回路の検出信号に基づいて、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続があるかを判断す
る。ＵＳＢ接続がない場合（Ｓ１０１：ＮＯ）、モード設定部２０３は通常モードを設定
する。主機能制御部２０１は、動作モードテーブル３０１（図４参照）が定める通常モー
ドの主機能スペックに基づいて、電力供給装置１０１の主機能を実行する（Ｓ１０２）。
【００２４】
　図４は、制御部１１１に設けられる動作モードテーブル３０１のデータ構成の一例を示
す図である。動作モードテーブル３０１は、複数の動作モード（本例では、通常モードお
よび充電モード）の各々について、主機能スペックおよびＵＳＢ充電スペックを定める。
一例として主機能スペックは、電力供給装置１０１の主機能に関する出力性能を定める。
一例としてＵＳＢ充電スペックは、電力供給装置１０１のＵＳＢ充電の充電性能を定める
。
【００２５】
　図４に例示する動作モードテーブル３０１は、通常モードに対応する主機能スペックと
して、音量および輝度の出力可能範囲が何れも「０～１００（％）」であり、且つ主機能
の消費電力上限が「１００（Ｗ）」であると定める。つまり、通常モードにおける主機能
の消費電力上限は、電力供給装置１０１の定格消費電力である。主機能制御部２０１は、
Ｓ１０２において定格消費電力を上限に電力を用いて、主機能を実行する。電力供給装置
１０１が定格消費電力を用いて音量および輝度を「１００（％）」で出力する場合、その
出力は電力供給装置１０１の定格出力に相当する。つまり、通常モードの電力供給装置１
０１では、音量および輝度を最小出力から定格出力まで上げることができる。
【００２６】
　なお、図４に例示する動作モードテーブル３０１は、通常モードに対応するＵＳＢ充電
スペックとして、ＵＳＢ充電の消費電力上限が「２．５（Ｗ）」であると定める。ＵＳＢ
制御部２０２の充電制御部２１２は、「２．５（Ｗ）」を上限に電力を用いて、最大充電
電流「０．５（Ａ）」を供給するＵＳＢ低速充電を実行可能である。但し本実施形態では
、ＵＳＢ接続がない場合に通常モードが設定されるため（Ｓ１０１：ＮＯ、Ｓ１０２）、
通常モードではＵＳＢ充電が実行されない。
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【００２７】
　図３に戻り、ＵＳＢ接続がある場合（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、モード設定部２０３は充電
モードを設定する。主機能制御部２０１は、動作モードテーブル３０１（図４参照）が定
める充電モードの主機能スペックに基づいて、電力供給装置１０１の主機能を実行する（
Ｓ１０３）。ＵＳＢ制御部２０２の充電制御部２１２は、動作モードテーブル３０１が定
める充電モードのＵＳＢ充電スペックに基づいて、ＵＳＢ高速充電を実行する（Ｓ１０４
）。
【００２８】
　図４に例示する動作モードテーブル３０１は、充電モードに対応する主機能スペックと
して、音量および輝度の出力可能範囲が何れも「０～６０（％）」であり、且つ主機能の
消費電力上限が「８５（Ｗ）」であると定める。充電モードに対応するＵＳＢ充電スペッ
クとして、ＵＳＢ充電の消費電力上限が「１５（Ｗ）」であると定める。充電制御部２１
２は、「１５（Ｗ）」を上限に電力を用いて、最大充電電流「３（Ａ）」のＵＳＢ高速充
電を実行可能である。
【００２９】
　主機能制御部２０１は、Ｓ１０３において音声の音量上限と画像の輝度上限とを制限す
ることで、主機能の消費電力を抑制する。例えば主機能制御部２０１は、ユーザが音量ま
たは輝度を変更する操作を行う場合に、変更可能な音量および輝度の上限を「６０％」に
設定する。画像表示部１１０に表示させる画像の輝度上限は、定格消費電力に基づく画像
表示部１１０の最大輝度よりも低い「６０％」の輝度以下に制限される。音声出力部１１
８に出力させる音声の音量上限は、定格消費電力に基づく音声出力部１１８の最大音量よ
りも低い「６０％」の音量以下に制限される。
【００３０】
　上記の輝度制限に従って、例えばバックライト制御部１２１は、液晶パネル１２０の表
示画像の輝度が「６０％」を超えないように、バックライト１２２の発光強度を調整する
。上記の音量制限に従って、例えば音声処理部１１７は、音声出力部１１８の出力音声の
音量が「６０％」を超えないように、音声出力部１１８に入力する音声信号を調整する。
これにより主機能制御部２０１は、電力供給装置１０１の定格消費電力よりも低い第一電
力（本例では「８５（Ｗ）」）を上限に電力を用いて、主機能を実行可能である。
【００３１】
　ＵＳＢ制御部２０２の充電制御部２１２は、Ｓ１０４において第二電力（本例では「１
５（Ｗ）」）を上限に電力を用いて、例えば最大充電電流「３（Ａ）」を供給するＵＳＢ
高速充電を実行する。第二電力は、電力供給装置１０１の定格消費電力と第一電力との差
分以下である。従って、電力供給装置１０１に電子機器１０３が接続されている場合、電
力供給装置１０１の主機能制限で生じる電力を用いて、電子機器１０３をより高速に充電
可能である。
【００３２】
　図５は、電力供給装置１０１における通常モードおよび充電モードの各消費電力を示す
グラフである。本実施形態では、図５に示すように、通常モードにおける主機能の消費電
力上限Ｄ１は、定格消費電力である「１００（Ｗ）」である。充電モードでは、以下の理
由により、主機能の消費電力上限Ｄ２が定格消費電力より低い「８５（Ｗ）」に抑制され
る。
【００３３】
　本例の電力供給装置１０１では、「６０（％）」の音量出力時の消費電力が、「１００
（％）」の音量出力時の消費電力と比べて「８（Ｗ）」分少ない。「６０（％）」の輝度
出力時の消費電力が、「１００（％）」の輝度出力時の消費電力と比べて「７（Ｗ）」分
少ない。従って充電モードでは、音量および輝度の出力可能範囲が「０～６０（％）」に
制限されることで、消費電力上限Ｄ２が定格消費電力よりも「１５（Ｗ）」分低い「８５
（Ｗ）」に抑制される。これにより、ＵＳＢ充電の消費電力上限Ｄ３が、消費電力上限Ｄ
１、Ｄ２の差分以下である「１５Ｗ」となる。換言すると、消費電力上限Ｄ１、Ｄ２の差
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分である「１５（Ｗ）」が余剰電力として最低限確保され、ＵＳＢ充電の消費電力上限Ｄ
３として利用可能である。
【００３４】
　図３に戻り、Ｓ１０２またはＳ１０４の実行後、電力供給装置１０１の主機能の終了で
あるかが判断される（Ｓ１０５）。例えば電力供給装置１０１がリモコンから電源オフさ
れると、主機能の終了であると判断される（Ｓ１０５：ＹＥＳ）。この場合、状態制御部
２０４は、電力供給装置１０１を主起動状態からスタンバイ状態に制御する。以上により
、電力供給装置１０１の主機能を終了し、図３に示す処理フローが終了される。主機能の
終了でない場合（Ｓ１０５：ＮＯ）、処理はＳ１０１に戻る。
【００３５】
　上記実施形態のＳ１０１の判断と合わせて、ＵＳＢインタフェース１２３の電流検出回
路の検出信号に基づいて、電子機器１０３の充電が完了したかが判断されてもよい。電子
機器１０３の充電が完了した場合、処理がＳ１０２に移行されてもよい。これにより、電
子機器１０３の充電が完了した場合は、ＵＳＢ充電が終了すると共に主機能制限が解除さ
れるので、電力供給装置１０１は主機能を十分発揮できる。
【００３６】
　上記実施形態のＳ１０１の判断と合わせて、ＵＳＢインタフェース１２３の機器検出回
路の検出信号に基づいて、電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合しているかが判断されても
よい。電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合していない場合、処理がＳ１０２に移行されて
もよい。これにより、電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合していない場合は、ＵＳＢ充電
および主機能制限が実行されないので、電力供給装置１０１は主機能を十分に発揮できる
。
【００３７】
　本開示は、上記第一実施形態に限定されるものではなく、第一実施形態で示した構成と
実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成または同一の目的を達成することがで
きる構成で置き換えてもよい。以下、第一実施形態の変形例を説明する。下記では、第一
実施形態と同様の構成に関する説明を省略する。
【００３８】
　図６を参照し、第一実施形態の変形例を説明する。図６は、第一実施形態の電力供給装
置１０１で実行される処理フローの変形例である。本変形例では、ユーザが予め電力供給
装置１０１の操作部またはリモコンを操作して、複数の動作モード（例えば、通常モード
または充電モード）の何れかを選択できる。モード設定部２０３は、選択された動作モー
ドを制御部１１１に設定する。なお、動作モードが選択されていない場合、モード設定部
２０３は通常モードを制御部１１１に自動設定する。以下の説明は、制御部１１１に設定
されている動作モードを、設定モードという。
【００３９】
　図６に示す処理フローでは、ＵＳＢ接続がある場合（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、設定モード
が充電モードであるかが判断される（Ｓ１１１）。設定モードが通常モードである場合（
Ｓ１１１：ＮＯ）、主機能制御部２０１はＳ１０２と同様に通常モードで主機能を実行す
る（Ｓ１１２）。次いで、ＵＳＢ制御部２０２の充電制御部２１２は、動作モードテーブ
ル３０１が定める通常モードのＵＳＢ充電スペックに基づいて、ＵＳＢ低速充電を実行す
る（Ｓ１１３）。具体的には、充電制御部２１２は、第二電力よりも低い第三電力（本例
では「２．５（Ｗ）」）を用いて、例えば最大充電電流「０．５（Ａ）」を供給するＵＳ
Ｂ低速充電を実行する。
【００４０】
　Ｓ１１３の実行後、処理はＳ１０５に移行する。設定モードが充電モードである場合（
Ｓ１１１：ＹＥＳ）、処理はＳ１０３、Ｓ１０４に移行する。従って、電力供給装置１０
１に電子機器１０３が接続され、且つ充電モードが設定されている場合、電力供給装置１
０１の主機能制限で生じる電力を用いて、電子機器１０３をより高速に充電可能である。
その他の処理は、図３の処理フローと同様である。
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【００４１】
（第二実施形態）
　本発明の第二実施形態について説明する。下記では、第一実施形態と同様の構成に関す
る説明を省略する。第一実施形態では、電力供給装置１０１で主機能が実行されている状
態で、電力供給装置１０１の主機能制限で生じる電力を用いて、電子機器１０３をより高
速に充電可能な態様を例示した。第二実施形態は、電力供給装置１０１で主機能が実行さ
れていないスタンバイ状態で、電子機器１０３をより高速に充電可能な態様を例示する。
【００４２】
　図７は、第二実施形態の電力供給装置１０１で実行される処理フローの一例である。本
実施形態では、第一実施形態の変形例と同様に、ユーザによって予め選択された動作モー
ド（通常モードまたは充電モード）が、制御部１１１に設定されている。例えば主起動状
態にある電力供給装置１０１がリモコンから電源オフされると、状態制御部２０４は電力
供給装置１０１を主起動状態からスタンバイ状態に制御する。このとき、電力供給装置１
０１の制御部１１１は、電力供給装置１０１の主機能を終了して、図７に示す処理フロー
を開始する。
【００４３】
　図７に示す処理フローでは、状態制御部２０４は、スタンバイ状態が解除されたかを判
断する（Ｓ２０１）。例えばスタンバイ状態にある電力供給装置１０１がリモコンから電
源オンされると、スタンバイ状態が解除されたと判断される（Ｓ２０１：ＹＥＳ）。この
場合、電力供給装置１０１の主機能が起動される（Ｓ２０２）。具体的には、状態制御部
２０４は電力供給装置１０１をスタンバイ状態から主起動状態に制御する。主機能制御部
２０１は、通常通りに電力供給装置１０１の主機能を起動実行する。
【００４４】
　次いで、Ｓ１０５と同様に主機能の終了であるかが判断される（Ｓ２０３）。主機能の
終了でない場合（Ｓ２０３：ＮＯ）、処理はＳ２０３に戻り、主機能制御部２０１が電力
供給装置１０１の主機能を継続実行する。主機能の終了である場合（Ｓ２０３：ＹＥＳ）
、状態制御部２０４は電力供給装置１０１を主起動状態からスタンバイ状態に制御する（
Ｓ２０４）。その後、処理はＳ２０１に戻る。
【００４５】
　スタンバイ状態が解除されていない場合（Ｓ２０１：ＮＯ）、Ｓ１０１と同様にＵＳＢ
接続があるかが判断される（Ｓ２０５）。ＵＳＢ接続がある場合（Ｓ２０５：ＹＥＳ）、
Ｓ１１１と同様に設定モードが充電モードであるかが判断される（Ｓ２０６）。設定モー
ドが充電モードである場合（Ｓ２０６：ＹＥＳ）、ＵＳＢ制御部２０２の充電制御部２１
２は、Ｓ１０４と同様にＵＳＢ高速充電を実行する（Ｓ２０７）。その後、処理はＳ２０
５に移行する。一方、ＵＳＢ接続がない場合（Ｓ２０５：ＮＯ）、または設定モードが通
常モードである場合（Ｓ２０６：ＮＯ）、ＵＳＢ充電が行われることなく、処理はＳ２０
１に戻る。
【００４６】
　第二実施形態は、第一実施形態と同様に変更可能である。上記実施形態のＳ２０５の判
断と合わせて、ＵＳＢインタフェース１２３の電流検出回路の検出信号に基づいて、電子
機器１０３の充電が完了したかが判断されてもよい。電子機器１０３の充電が完了した場
合、処理がＳ２０１に移行されてもよい。これにより、電子機器１０３の充電が完了した
場合は、不要なＵＳＢ充電を終了できる。
【００４７】
　上記実施形態のＳ２０５の判断と合わせて、ＵＳＢインタフェース１２３の機器検出回
路の検出信号に基づいて、電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合しているかが判断されても
よい。電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合していない場合、処理がＳ２０１に移行されて
もよい。これにより、電子機器１０３がＵＳＢ充電に適合していない場合は、不要なＵＳ
Ｂ充電を防止できる。
【００４８】
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　本開示は、上記第二実施形態に限定されるものではなく、第二実施形態で示した構成と
実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成または同一の目的を達成することがで
きる構成で置き換えてもよい。以下、第二実施形態の変形例を説明する。下記では、第二
実施形態と同様の構成に関する説明を省略する。
【００４９】
　図８を参照し、第二実施形態の変形例を説明する。図８は、第二実施形態の電力供給装
置１０１で実行される処理フローの変形例である。本変形例では、第二実施形態と同様に
、ユーザが予め電力供給装置１０１の操作部またはリモコンを操作して、複数の動作モー
ドの何れかを選択できる。モード設定部２０３は、選択された動作モードを制御部１１１
に設定する。ただし本変形例では、複数の動作モードが、デフォルトである通常モードと
、ＵＳＢ充電スペックが異なる複数の充電モードを含む。
【００５０】
　図９は、制御部１１１に設けられる動作モードテーブル３０２のデータ構成の一例を示
す図である。動作モードテーブル３０２は、複数の動作モード（本例では、通常モードお
よび複数の充電モード）の各々について、ＵＳＢ充電スペックを定める。複数の充電モー
ドは、それぞれ充電速度の異なるモードであり、例えば高速充電モード、中速充電モード
、低速充電モードを含む。図９に示す例では、通常モード、高速充電モード、中速充電モ
ード、低速充電モードに夫々対応するＵＳＢ充電スペックとして、「充電しない」、「最
大１５Ｗ（電流３Ａ）」、「最大１０Ｗ（電流２Ａ）」、「最大２．５Ｗ（電流０．５Ａ
）」を定める。
【００５１】
　図８に示す処理フローでは、ＵＳＢ接続がある場合（Ｓ２０５：ＹＥＳ）、モード設定
部２０３が制御部１１１から設定モードを読み出す（Ｓ２１１）。ＵＳＢ制御部２０２の
充電制御部２１２は、動作モードテーブル３０２が定める複数のＵＳＢ充電スペックのう
ち、読み出した設定モードに対応するＵＳＢ充電スペックに基づいてＵＳＢ充電を制御す
る（Ｓ２１２）。例えば、設定モードが通常モードである場合、充電制御部２１２はＵＳ
Ｂ充電を実行しない。設定モードが高速充電モードである場合、充電制御部２１２は「１
５（Ｗ）」を上限に電力を用いて、最大充電電流「３（Ａ）」のＵＳＢ高速充電を実行す
る。
【００５２】
　なお、第二実施形態に開示の処理フロー（図７または図８参照）は、第一実施形態に開
示の処理フロー（図３または図６参照）と組み合わせて実行されてもよい。例えば、図７
または図８の処理フローにおいて、Ｓ２０２～Ｓ２０３に代えて、Ｓ１０１～Ｓ１０５（
図３または図６参照）が実行されてもよい。この場合、電力供給装置１０１がスタンバイ
状態であるときは、第二実施形態に開示の処理が実行され、電力供給装置１０１がスタン
バイ状態から主起動状態に制御されると、第一実施形態に開示の処理が実行される。
【００５３】
（備考）
　本開示の電力供給装置１０１は、電力供給装置１０１と接続された電子機器１０３に充
電電流を供給可能な充電制御部２１２と、充電電流の供給とは異なる主機能を実行可能な
主機能制御部２０１と、を備える。主機能制御部２０１は、第一条件が満たされている場
合、電力供給装置１０１の定格消費電力よりも低い第一電力を上限に電力を用いて、主機
能を実行する（Ｓ１０３）。主機能制御部２０１は、第二条件が満たされている場合、定
格消費電力を上限に電力を用いて、主機能を実行する（Ｓ１０２またはＳ１１２）。充電
制御部２１２は、第一条件が満たされている場合、定格消費電力と第一電力との差分以下
である第二電力を用いて、電子機器１０３に充電電流を供給する（Ｓ１０４）。
【００５４】
　これにより電力供給装置１０１は、第一条件が満たされている場合、定格消費電力より
も低い消費電力を上限として主機能を実行することで、定格消費電力と第一電力との差分
に相当する余剰電力を確保できる。充電制御部２１２は、第一条件が満たされている場合
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、この余剰電力分以下である第二電力を用いて電子機器１０３に充電電流を供給すること
で、電子機器１０３をより高速に充電可能である。従って電力供給装置１０１は、電力消
費を伴う主機能および充電電流供給を同時に実行する場合であっても、消費電力が過剰に
増加することを抑制可能である。
【００５５】
　なお、第一実施形態（図３参照）は、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続がある場合（Ｓ
１０１：ＹＥＳ）、第一条件が満たされることを例示した。電力供給装置１０１にＵＳＢ
接続がない場合（Ｓ１０１：ＮＯ）、第二条件が満たされることを例示した。変形例（図
６参照）は、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続があり、且つ充電モードである場合（Ｓ１
０１：ＹＥＳ、Ｓ１１１：ＹＥＳ）、第一条件が満たされることを例示した。電力供給装
置１０１にＵＳＢ接続がない場合（Ｓ１０１：ＮＯ）、または充電モードでない場合（Ｓ
１１１：ＮＯ）、第二条件が満たされることを例示した。
【００５６】
　充電制御部２１２は、第二条件が満たされている場合（Ｓ１１１：ＮＯ）、第二電力よ
りも低い第三電力を用いて、電子機器１０３に充電電流を供給する（Ｓ１１３）。これに
より電力供給装置１０１は、主機能制御に用いられる定格消費電力を確保しつつ、電子機
器１０３に充電電流を供給できる。
【００５７】
　電力供給装置１０１は、充電モードを含む複数の動作モードの何れかを設定可能なモー
ド設定部２０３を備える。主機能制御部２０１は、充電モードが設定されている場合（Ｓ
１１１：ＹＥＳ）、第一電力を上限に電力を用いて主機能を実行する（Ｓ１１２）。充電
制御部２１２は、充電モードが設定されている場合（Ｓ１１１：ＹＥＳ）、第二電力を用
いて電子機器１０３に充電電流を供給する（Ｓ１０４）。これにより電力供給装置１０１
は、主機能制御および充電制御に割り当てる消費電力を、動作モードの設定に応じて調整
できる。
【００５８】
　主機能制御部２０１は、第一条件が満たされている場合、画像表示部１１０に表示させ
る画像の輝度上限を、定格消費電力に基づく画像表示部１１０の最大輝度よりも低い輝度
以下に制限する（Ｓ１０３）。主機能制御部２０１は、第一条件が満たされている場合、
音声出力部１１８に出力させる音声の音量上限を、定格消費電力に基づく音声出力部１１
８の最大音量よりも低い音量以下に制限する（Ｓ１０３）。これにより電力供給装置１０
１は、第一条件が満たされている場合、主機能の最大消費電力を定格消費電力未満に制限
できる。
【００５９】
　電力供給装置１０１は、主機能が実行されていない場合に、電力供給装置１０１を電源
投入された状態で待機させるスタンバイ状態に制御する状態制御部２０４を備える。状態
制御部２０４は、電力供給装置１０１がスタンバイ状態に制御され、且つ第三条件が満た
されている場合、電子機器１０３に充電電流を供給する（Ｓ２０７またはＳ２１２）。状
態制御部２０４は、電力供給装置１０１がスタンバイ状態に制御され、且つ第四条件が満
たされている場合、電子機器１０３に充電電流を供給しない。これにより電力供給装置１
０１は、スタンバイ状態に制御されている場合でも、主機能制御および充電制御に割り当
てる消費電力を付与条件に応じて調整できる。
【００６０】
　なお、第二実施形態（図７参照）は、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続があり、且つ充
電モードである場合（Ｓ２０５：ＹＥＳ、Ｓ２０６：ＹＥＳ）、第三条件が満たされるこ
とを例示した。電力供給装置１０１にＵＳＢ接続がない場合（Ｓ２０５：ＮＯ）、または
充電モードでない場合（Ｓ２０６：ＮＯ）、第四条件が満たされることを例示した。変形
例（図８参照）は、電力供給装置１０１にＵＳＢ接続があり（Ｓ１０１：ＹＥＳ）、且つ
複数の充電モードの何れかである場合（Ｓ２１２）、第三条件が満たされることを例示し
た。電力供給装置１０１にＵＳＢ接続がない場合（Ｓ２０５：ＮＯ）、または通常モード
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【００６１】
　本開示は、上記実施形態および変形例に限定されるものではなく、上記実施形態および
変形例で示した構成と実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成または同一の目
的を達成することができる構成で置き換えてもよい。
【００６２】
　上記の開示では、電力供給装置１０１は液晶テレビを例示したが、これに限定されない
。電力供給装置１０１は、外部機器の充電機能と、その充電機能とは異なる主機能とを備
えた機器であればよい。例えば電力供給装置１０１は、液晶以外の表示方式（例えばプラ
ズマ方式や有機ＥＬ方式）のテレビでもよい。電力供給装置１０１は、テレビ以外の表示
装置（例えば、ノートパソコン、タブレット、パソコン用ディスプレイ）でもよい。電力
供給装置１０１は、表示装置以外の電力で駆動する各種機器（例えば、パソコン、冷蔵庫
、掃除機、洗濯機、電気調理器など）でもよい。電子機器１０３も携帯端末に限定されず
、電力で駆動する各種機器を適用できる。
【００６３】
　Ｓ１０３において主機能の消費電力を抑制する手法は、音量上限および輝度上限を制限
する態様に限定されない。例えば電力供給装置１０１は、音量上限および輝度上限の一方
のみを制限してもよい。電力供給装置１０１は、主機能の構成要素に関する上限を設定す
る手法に代えて、各構成要素の消費電力または実行性能を一定割合で削減してもよい。例
えば、電力供給装置１０１は、音量または／および輝度に上限を設定するのに変えて、音
量または／および輝度を設定値の８０％で出力したり、制御部１１１の処理速度を一律８
０％に落としたりしてもよい。
【００６４】
　電力供給装置１０１またはその主機能の種別に応じて、その主機能の消費電力を抑制す
る手法が異なってもよい。例えば、電力供給装置１０１がパソコンである場合、そのＣＰ
Ｕの処理速度を制限してもよい。電力供給装置１０１が冷蔵庫である場合、その冷却性能
を制限してもよい。電力供給装置１０１が掃除機である場合、その吸込用モータの回転数
を制限してもよい。
【００６５】
　上記の開示では、電力供給装置１０１は、外部電源１０２から供給される電力を用いて
主機能および充電機能を実行する場合を例示したが、これに限定されない。電力供給装置
１０１は、例えば装着された一次電池または内蔵された二次電池から供給される電力を用
いて、上記の開示と同様に主機能制御および充電制御を実行してもよい。
【符号の説明】
【００６６】
１０１　電力供給装置、１０３　電子機器、１１０　画像表示部、１１８　音声出力部、
２０１　主機能制御部、２０２　ＵＳＢ制御部、２０３　モード設定部、２０４　状態制
御部、２１２　充電制御部
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